
95 

恒常性機能解析部門

客員教授 丸山征郎（医学博士） 4月1日から

。研究目的

現代の国民病（肥満、糖尿病、高脂血症などの生活習慣病）が血管内皮細胞機能不全症， N0 

不応症であることを証明する。

そしてこれは漢方医学的の痕血と関連付け，駆療血剤の効果，その作用機序を研究する。

課題 1：掠血の病態をNO不応との関係を中心に，現代医学的に解明する。

課題 2：駆療血剤が何故，どのように効くのか，について明らかにする。

課題 3：生活習慣病に効く生薬を捜しだし，その作用メカニズムを明らかにする。

。研究概要

1 . Model of restenosis after PTCAの構築に着手した。（資源開発部門との共同研究）

1 ）ラット頚動脈に PTCAをほどこし，血管が再狭窄する病態モデル（ballooninjury 

model)を構築し，漢方方剤の予防・治療効果を検証するO

2）血管平滑筋細胞の増殖やcellcycleにおよぼす漢方方剤（血清移行成分）の作用を検討す

る。

2.療血病態を解析する実験に着手した。（漢方診断学部門，資源開発部門との共同研究）

1) 痕血患者と健常人の血小板の反応性（microparticle数など）を比較する。

2) 痕血患者と健常人の血球膜のリン脂質組成などを比較する。
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